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岡　

野　
　

将　

士

一　

は
じ
め
に

一　

は
じ
め
に

　

今
回
紹
介
す
る
「
庭
訓
」
は
、
備
後
神
辺
宿
の
儒
学
者
菅
茶
山
（
１
）

が
上
本
庄
屋
菅
波

家
（
２
）
（
以
下
「
新
宅
」
と
い
う
。
）
の
当
主
を
弟
圭
二
（
３
）

に
譲
る
際
に
、
圭
二
へ
対
し
て

の
教
訓
を
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

茶
山
の
筆
に
よ
る
当
資
料
は
、
父
樗
平
（
４
）

か
ら
始
ま
る
上
本
庄
屋
菅
波
家
の
当
主
と

し
て
の
心
得
、
茶
山
の
弟
圭
二
に
対
す
る
思
い
、
そ
し
て
菅
茶
山
が
当
主
で
あ
っ
た
時
期

に
起
こ
っ
た
出
来
事
等
を
知
る
事
が
で
き
る
好
資
料
で
あ
る
。

　

な
お
、
裏
表
紙
に
、
菅
光
子
（
５
）

筆
に
よ
る
資
料
成
立
時
期
を
推
定
す
る
一
文
が
記
さ

れ
て
い
る
。

二　

「
庭
訓
」
本
文

二　

「
庭
訓
」
本
文

　

翻
刻
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
筆
者
が
句
読
点
を
付
し
た
。
原
則
と
し
て
旧
漢
字
は
、
そ

の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

資
料
名　

「
庭
訓
（
外
題
）
」
菅
茶
山
筆

資
料
群
名　

黄
葉
夕
陽
文
庫
資
料
（
６
）

資
料
番
号　

Ｊ
0
0
3
︲
1
5
8

形
状　
　

横
帳　

共
紙
表
紙

寸
法　
　

縦
一
三
・
八
㎝
×
横
二
一
・
一
㎝

丁
数　
　

８
丁　

　
　

（
表
紙
）　

庭
訓
（
茶
山
自
筆
）

一
、
祝
儀
不
祝
儀
法
事
等
事
。

「庭訓」表紙

裏表紙書入
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一
、
勝
手
ニ

よ
り
家
の
住
居
か
へ
候

こ
と
。
幷
ニ

植
置
候
草
木
等
う
へ

か
へ
、
或
ハ

き
り
と
り
候
事
。

　
　
　 
下
地
の
ま
た
に
て
繕
候
事
な
と
ハ

、
相
談
ニ

　
　
　 

不
及
。

一
、
渡
世
の
体
を
か
へ
、
幷
に
山
田
等

う
り
か
い
候
事
。

一
、
拙
者
疎
遠
に
く
ら
し
候
人
の
あ
し

ら
い
、
幷
ニ

出
入
の
物
中
途
に
て
、
遣

ひ
不
申
候
人
あ
し
ら
い
の
事
。

　
　
　

 

今
ま
て
遣
ひ
候
人
を
や
め
候
事
。
ま
た

　
　
　

 

あ
ら
た
に
遣
ひ
候
人
な
と
ハ

、
相
談
ニ

不
及

右
之
外
ハ

大
抵
相
談
ニ

不
及
候
。
其
内

圭
二
児
共
（
７
）

出
来
、
そ
れ
を
よ
め
い
ら
セ
、

ま
た
ハ

よ
め
と
り
候
様
之
叓
ハ

、
他
人

に
て
も
心
安
き
方
ヘ
ハ

，
相
談
可
有
之
候

ヘ
ハ

、
こ
れ
ニ

準
じ
候
こ
と
な
と
、
申
ニ

不
及
候
こ
と
ハ

か
き
の
セ
不
申
候
。

一
、
圭
二
身
持
其
外
に
て
も
、
人
の
目

に
あ
ま
り
、
あ
の
通
の
事
ハ
太
中

が
さ
セ
ぬ
筈
な
と
ゝ
、
他
人
ゟ
申
候

様
之
叓
。

一
、
渡
世
の
う
き
沈
に
か
ゝ
り
候
様
の
事
。

右
二
事
ハ

此
方
ゟ
も
心
つ
き
候

事
ハ

申
候
。

　
　
　 

身
代
不
如
意
に
相
成
候
こ
と
、
不
仕
合
ニ

て

　
　
　 

出
来
候
事
ハ

是
非
に
不
及
候
ヘ
ハ

、
こ
れ
ら

　
　
　 

の
事
ハ

申
も
い
た
さ
す
候
。

　
　
　
　
　

右
ハ

申
渡
お
き
候
事
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
浄
留
里
か
た
り
候
事
。

　
　
　 

尤
酔
後
同
道
と
も
有
之
、
途
中
に
て
一
口

　
　
　

 

浄
留
里
等
出
次
第
ニ

い
た
し
候
こ
と
ハ

見

　
　
　

 

合
た
る
へ
し
。
本
を
か
ま
へ
、
ふ
し

　
　
　

 

を
習
候
而

之
事
ハ
無
用
ニ
候
。

一
、
博
奕
を
見
物
い
た
す
ま
し
き
事
。　

　
　
　

 

集
り
候
席
に
て
始
り
候
ハ
ヽ
、
め
た
ち
不
申
候

　
　
　

 

様
ニ

立
帰
り
可
申
候
。
す
て
に
始
り
た
る
所
へ
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参
り
か
ヽ
り
候
ハ
ヽ
、
早
速
可
立
去
候
事
。

一
、
追
か
け
商
（
８
）

い
た
す
ま
し
き
事
。

　
　
　

 

帳
合
等
者
勿
論
の
事
ニ

候
。

一
、
此
方
ニ

居
申
候
弟
子
を
遣
ひ
候
こ
と
ハ

、

客
の
給
仕
、
墨
筆
の
用
、
書

物
出
し
入
、
く
す
り
き
さ
ミ
、
坐

敷
の
掃
除
等
、
こ
れ
に
準
し
候
事
ハ

遠
慮
有
之
へ
か
ら
す
候
。
酒
を
買

に
や
り
、
く
い
物
指
な
し
、
丸
子
（
９
）

等
を
買

あ
る
か
セ
候
事
、
無
用
な
る
へ
し
。

背
た
ゝ
か
セ
、
あ
つ
さ
に
あ
ふ
か
せ
候

様
の
こ
と
、
四
十
以
下
の
人
ハ

決
而

無
用
ニ

候
。

一
、
母
へ
（
10
）

願
相
談
等
有
之
候
こ
と
ハ

圭
二
ハ

太
中
、
お
た
に
（
11
）
ハ

お
の
ふ
（
12
）

を

取
次
ニ

い
た
し
可
申
上
候
。

　
　
　

 

右
ハ
他
所
へ
参
り
候
様
の
こ
と
、
衣

　
　
　 

服
買
物
等
之
事
ニ
候
。
平
生
之

　
　
　 

ミ
そ
し
ほ
等
之
小
事
ハ

、
其

　
　
　 

場
の
見
計
た
る
へ
し
。

一
、
下
々
ハ
妻
一
人
ニ
而

妾
等
有
之
ま
し

き
事
。
誰
も
存
候
事
ニ

候
。
た
と
ひ
当
坐

の
事
ニ
而

も
、
女
を
な
し
ミ
候
事
な
と

あ
る
ま
し
く
候
。
第
二
ハ

身
の
養
生
、

第
三
ハ

失
費
を
は
ふ
き
、
第
四

に
ハ

家
内
を
あ
け
他
出
し
け
〳
〵
に
て

あ
し
く
候
故
也
。
妻
三
十
歳
迠
、
出

生
男
子
無
之
候
ハ
ヽ
、
相
談
之
上

身
代
相
應
之
妾
に
て
も
入
可

申
候
こ
と
。

一
、
衣
服
等
之
事
、
お
の
ふ
、
お
た
に
同
様
ニ

い
た
し
可
申
事
。

　
　
　

 

色
等
ハ

、
こ
の
ミ
次
第
な
れ
と
も
、
地
合
よ
し

　
　
　

 

あ
し
等
ハ

平
生
之
服
、
は
れ
き
等
も
同

　
　
　

 

様
た
る
へ
し
。

一
、
家
に
つ
き
候
物
、
太
中
一
分
の
物

有
之
候
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ワ
け
候
も
事

む
つ
か
し
く
候
へ
共
。
大
抵
心
得

あ
る
へ
き
こ
と
。

　
　
　

 

銭
の
か
し
か
り
ハ

相
談
な
し
に
い
た
し
候
而

も
、

　
　
　

 

書
物
の
か
し
か
り
ハ

相
談
あ
る
へ
く
候
。
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米
ハ

入
用
次
第
遣
ひ
候
而

も
、
太
中

　
　
　

 

唯
々
筆
墨
紙
等
ハ
こ
ふ
て
、
其
後

　
　
　

 

可
用
候
類
の
こ
と
ニ

候
。

一
、
拙
者
此
後
、
万
一
子
出
来
候
と
も
、
家
ゆ

つ
り
候
ニ
ハ

不
及
。
大
抵
う
ま
れ
つ
き

相
應
之
事　

　

を
し
へ
候
而

渡
世
に
ハ

お
も
ふ
方
へ
可
遺
候
。

一
、
お
の
ふ
こ
と
、
拙
者
相
果
候
後
も

親
と
し
養
は
る
へ
く
候
。
も
し

不
行
跡
之
事
と
も
出
来
い
た
し

候
ハ
ヽ
、
故
郷
へ
帰
し
候
と
も
、
此
方
に

て
（
蟄
カ
）

居
い
た
さ
セ
候
と
も
可
被
致
候
。

右
ハ

申
渡
し
候
事
。

外
ニ
瀧
次
（
13
）
こ
と
、
早
戸
（
14
）
の
こ
と
、
相

談
い
た
し
を
き
可
申
候
へ
共
、
急
候

こ
と
に
て
も
無
之
候
。
た
い
て
い
心
ま
か

せ
た
る
へ
く
候
へ
と
も
、
其
方
い
た
し

か
た
に
て
ハ

、
太
中
不
埒
ニ
相
成
候

こ
と
も
可
有
之
候
や
。
尚
又
可
申

談
候
。

一
、
拙
者
二
十
六
計
の
時
（
15
）

、
身
代
さ
く

ま
い
（
16
）

い
た
し
か
け
候
。
い
つ
堺
と
申
こ
と
も

無
之
候
へ
共
、
節
季
拂
等
拙
者
い

た
し
候
。
其
時
借
銀

五
百
匁　
　

お
の
み
ち
や
（
17
）

質　
　
　

五
百
匁　
　

ふ
ち
や
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
次

壱
貫
目　
　

光
蓮
寺
（
18
）　
　
　
　
　

 

弐
貫
匁　
　

た
の
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ハ
弐
百
参
十
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ゝ
か
な
し
く
す
し

　
　
　

 

此
外
た
わ
ら
や
ニ
有
之
候

　
　
　 

と
り
候
た
の
も
し
利
銀
よ
ほ
と
有
之
候
。　

夫
の
ち
二
十

　
　
　 

年
計
世
話
い
た
し
候
内

親
仁
様
（
19
）

御
上
京　
　
　
　
　

母
人
同
断

圭
二
同
断　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
八
代
（
20
）

よ
め
い
り

お
た
め
（
21
）

よ
め
と
り　
　
　
　

 

お
の
ふ
同
断

お
た
に
同
断　
　
　
　
　
　
　

 

親
仁
様
岩
国
行

桂
二
同
断　
　
　
　
　
　
　
　

 

太
中
宮
嶋
行
（
22
）

圭
二
か
も
か
た
年

（々
23
）

親
仁
様
御
死
去
（
24
）　
　
　
　
　

磯
八
殿
同
断

お
た
め
同
断
（
25
）　
　
　
　
　
　

猶
右
衛
門
（
26
）

同
断

御
百
姓
さ
う
ど
う
（
27
）　
　
　
　

此
時
の
損
酒
米
ハ

し
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
等
を
〆
大
数
十
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

目
ニ
及
申
候
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太
中
京
行
（
28
）　
　
　
　
　
　
　

大
江
伊
八
ニ
銀
百
九
十
五
匁
か
り

人
ニ
も
ら
ひ
候
餞
少
々
、
こ
れ
を

土
手
ふ
し
ん
（
29
）

　
　
　
　
　
　
入
用
と
い
た
し
伊
八
へ
ハ

二

三
年
ニ
三
百
匹
四
百
匹
つ
ゝ

拂
申
候

こ
れ
ハ
材
木
等
人
ニ

も
ら
ひ
候
外

よ
ほ
と
入
候
へ
共
、
近
年
人
々

唯
々
銀
子
な
と
久
仕
候
。
少
々

山
た
（
30
）
へ
少
々
預
お
き
候
。
ね
か
ふ
て　

大
抵
家
の
物
ハ
用
不
申
候

か
た
ニ

候
。
然
と
も
さ
ん
用
之
外

入
用
多
こ
ま
り
申
候
。

　
　
　

 

太
中
め
お
い
所
の
ワ
り
合　
　

大
数
小
弐
百
匁
も
入
候
や

右
之
こ
と
く
物
入
候
へ
と
も
、
拙
者
世
話
い
た

し
候
う
ち
、
家
内
一
致
候
。
世
話
い
た
し
候

ハ
ヽ
、
借
銀
拂
候
う
へ
、
少
々
ハ
餘
分

も
出
来
可
申
心
あ
て
に
候
へ
共
、

算
用
之
外
、
失
物
等
も
有
之
候
而

心

に
ま
か
せ
す
候
。
拙
者
不
取
計
故
と
存
候
。

然
と
も
二
十
四
五
ゟ
か
く
へ
つ
の
病
身

故
、
半
分
ハ

保
養
寺
ニ
而

出
精
も

い
た
し
不
申
候
。
其
方
ハ
拙
者
ほ
と
の
病

も
見
え
不
申
候
。
其
上
今
ハ

親
仁
様
之
如
き

世
話
い
た
し
候
方
も
無
之
候
へ
ハ

、
拙
者

同
様
ニ
ハ

参
る
ま
し
く
候
（
31
）

。
扨
、
家
も
ち

候
と
申
ハ

厄
介
の
と
き
よ
り
格

別
つ
ら
き
物
ニ

候
。
第
一

公
儀
之
法
度
等
、
家
内
ニ

そ
む
き

候
而
ハ

、
御
と
か
め
ハ

家
も
ち
候
人
う
け
候
。

銭
ハ

家
内
に
遣
ひ
候
而

も
、
借
銀
を

セ
ら
れ
候
ハ

家
も
ち
候
人
ニ

候
。
家
内
ニ
而
ハ

着
る
と
き
ハ

着
、
の
む
と
き
ハ

の
ミ
、
つ
か

う
時
ハ

遣
ひ
候
而

も
、
節
季
ハ

み
な
く

家
も
ち
候
人
へ
あ
つ
ま
り
候
而

相
應
ニ

拂
不
申
候
而
ハ

、
家
も
ち
と
ハ

申
さ
れ

す
候
。
其
上
物
見
見
物
等
も
人
を
出
し
て
、

留
守
番
い
た
し
申
さ
ね
ハ
な
り
不
申
候
。

只
今
迠
の
様
子
ニ
而
ハ

か
よ
う
の
こ
と

に
は
ら
た
ち
可
申
と
存
候
。
家
も
ち

た
る
も
の
や
け
と
申
ニ

な
り
、
我
ひ

と
り
難
義
を
セ
う
よ
り
ハ

我
も

な
ぐ
さ
め
よ
な
と
ゝ
申
心
に
て
ハ

一
日
も
た
ち
不
申
候
物
ニ

候
。
大
抵
男

子
出
来
小
三
十
ニ

な
り
候
迠
ハ

、
牢
へ

入
候
心
ニ

な
り
不
申
候
而
ハ

家
ハ

も
た

（
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れ
す
候
と
見
え
候
。

　

右
ハ

心
得
の
た
め
申
候
。

（
裏
表
紙
）

過
去
帳
な
ど
引
合
せ
ミ
ル
ニ
此
文
御
認
メ

遊
ば
さ
れ
し
ハ
寛
政
六
年
頃

ら
し
く
思
は
る
。

　
　
　
　
　
　

昭
和
六
・
四
・
四　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
子
記

三　

お
わ
り
に

三　

お
わ
り
に

　

こ
の
「
庭
訓
」
は
、
農
と
酒
造
を
営
む
江
戸
時
代
の
「
家
」
の
家
政
に
つ
い
て
記
し
、
当

主
の
あ
り
方
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
代
替
わ
り
に
際
し
て
、
当
主
と
し
て
の
役
割
、
振
る

舞
い
を
説
き
、
戒
め
る
内
容
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
「
相
談
に
及
ぶ
べ
き
こ
と
」
と
し
て
、
４
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

　

冠
婚
葬
祭
、
新
宅
、
家
業
、
人
事
の
４
項
目
で
、
そ
れ
に
準
じ
て
、
圭
二
の
子
供
の
婚

姻
、
圭
二
の
品
行
、
商
売
の
浮
沈
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
家
政
に
つ
い
て
の
10
項
目
で
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①
遊
興
の
禁
止

②
商
売
の
方
法

③
茶
山
の
弟
子
の
扱
い

④
家
で
の
相
談
の
仕
方
と
女
性
た
ち
の
振
る
舞
い

⑤
茶
山
個
人
の
所
有
物

⑥
跡
継
ぎ

⑦
茶
山
の
妻
宣
の
扱
い

　

こ
の
中
で
、
跡
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
茶
山
に
万
が
一
子
供
が
出
来
た
場
合
で
も
、
そ
の
子

に
当
主
を
譲
る
必
要
は
な
い
と
明
記
し
て
い
る
。
す
で
に
茶
山
自
身
は
「
新
宅
」
か
ら
別

家
し
た
体
裁
を
と
り
、
「
新
宅
」
と
「
塾
」
を
分
け
、
自
ら
は
塾
に
専
念
す
る
と
い
う
意

識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、「
新
宅
」
と
「
塾
」
は
分
家
の
体
裁
で
あ
る
な

ら
不
可
分
で
は
な
い
か
ら
、
不
可
分
の
関
係
で
あ
り
、
「
新
宅
」
と
「
塾
」
が
明
確
な
分
離

が
な
さ
れ
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
茶
山
は
晩
年
ま
で
、
新
宅
及
び
塾
の
後

継
者
問
題
に
悩
ま
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
茶
山
が
当
主
で
あ
っ
た
時
期
の
出
来
事
を
列
挙
し
、
当
主
と
し
て
の
心
得
を

説
い
て
い
る
。

　

茶
山
が
当
主
で
あ
っ
た
時
期
は
、
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
か
ら
、
安
永
二
年

（
一
七
七
三
）
頃
～
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
頃
ま
で
と
推
定
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
圭
二
に
「
当
主
」
と
い
う
立
場
へ
の
覚
悟
を
求
め
、
当
主
が
い
か
に
不
自
由
で

あ
る
か
を
述
べ
、
自
分
に
は
、
父
樗
平
が
補
佐
し
て
く
れ
る
環
境
が
あ
っ
た
が
、
樗
平
は

す
で
に
没
し
、
茶
山
自
身
も
塾
経
営
に
専
念
し
て
い
る
と
い
う
、
難
し
い
立
場
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
自
ら
の
経
験
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
「
新
宅
」
を
背
負
う
圭
二
に
対

し
て
、
厳
し
く
も
兄
と
し
て
の
気
遣
い
の
言
葉
も
記
し
て
お
り
、
茶
山
の
人
と
な
り
を
想

起
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
資
料
は
、
「
新
宅
」
の
当
主
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
茶
山
の
捉
え
方
、
ま
た
、
新
宅

の
人
々
の
振
る
舞
い
等
を
具
体
的
に
知
る
事
が
で
き
、
今
後
の
茶
山
研
究
に
資
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
願
う
。
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【
注
】

１ 　

菅
茶
山
（
一
七
四
八
～
一
七
二
七
）
は
、
父
菅
波
樗
平
（
諱
は
扶
好
）
と
母
半
の
間
に
長
兄

と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
百
助
、
通
称
は
久
次
郎
と
い
い
、
長
じ
て
通
称
を
太
中
、
名
を
晋

帥
と
し
、
字
は
礼
卿
、
茶
山
と
号
し
た
。

２ 　

上
本
庄
屋
菅
波
家
は
、
父
樗
平
が
本
庄
屋
菅
波
家
の
当
主
を
譲
り
、
別
家
し
た
家
。
通
称
は

「
新
宅
」
と
呼
ば
れ
、
屋
号
は
「
上
本
庄
屋
」
で
あ
っ
た
。

３ 　

圭
二
（
一
七
六
八
～
一
八
〇
〇
）
は
、
菅
茶
山
の
末
弟
。
名
を
晋
宝
、
晋
葆
、
字
は
信
卿
、

通
称
を
圭
二
、
圭
次
、
恥
庵
、
三
閘
等
と
号
し
た
。

４ 　

菅
波
樗
平
（
一
七
二
七
～
一
七
九
一
）
は
、
諱
を
扶
好
、
通
称
を
久
助
、
樗
平
、
弥
生
庵
と

号
し
た
。
神
辺
で
農
業
を
営
む
高
橋
金
右
衛
門
金
豊
の
子
。
本
庄
屋
菅
波
氏
の
養
子
と
な
り
、

佐
藤
安
右
衛
門
正
弘
の
女
半
と
結
婚
し
、
本
庄
屋
菅
波
家
を
継
い
だ
。
二
人
の
間
に
は
三
男
三

女
が
い
た
。
茶
山
は
そ
の
長
子
で
あ
る
。

５ 　

菅
晋
賢
の
子
菅
礼
太
郎
の
妻
。
岡
山
県
鹿
田
村
の
三
宅
武
彦
の
女
。
名
は
「
美
津
枝
」
、
通

称
と
し
て
「
光
子
」
を
使
用
し
て
い
た
。

６ 　

黄
葉
夕
陽
文
庫
資
料
は
、
菅
家
に
伝
来
し
た
約
一
万
点
に
の
ぼ
る
資
料
群
の
こ
と
。
江
戸
時

代
後
期
～
大
正
に
至
る
時
期
の
菅
家
に
関
わ
る
資
料
が
収
納
さ
れ
て
い
る
。
菅
家
よ
り
寄
贈

を
受
け
、
当
館
で
整
理
，
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
菅
茶
山
に
関
わ
る
資
料
が
重
要

文
化
財
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

７　

圭
二
に
は
、
萬
喜
と
い
う
娘
が
誕
生
す
る
が
、
寛
政
九
年
八
月
に
夭
折
し
た
。

８　

空
商
い
こ
と
。
先
物
取
引
。

９　

丸
薬
の
こ
と
。

10　

茶
山
の
母
半
の
こ
と
。
半
は
備
中
井
原
の
佐
藤
氏
の
女
。

11　

お
た
に
は
、
圭
二
（
恥
庵
）
の
妻
。
沼
隈
山
南
村
の
桑
田
氏
の
女
。

12 　

茶
山
の
継
妻
。
安
那
郡
西
法
成
村
の
門
田
伝
内
正
峯
の
女
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
没
。

13 　

千
田
河
相
氏
の
一
族
カ
。
茶
山
の
日
記
に
「
千
田
瀧
次
」
と
記
さ
れ
る
。

14 　

茶
山
の
妹
チ
ヨ
は
、
沼
隈
郡
早
戸
の
井
上
源
右
衛
門
正
信
に
嫁
い
で
い
る
。
そ
の
間
に
生
ま

れ
た
の
が
敬
で
あ
る
。

15　

茶
山
二
十
六
歳
は
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
二
十
年
で
あ
れ
ば
、
寛

政
五
年
（
一
七
九
三
）
で
あ
る
。

16 　

「
作
間
医
」
カ
。
茶
山
が
、
二
十
六
歳
頃
に
医
者
を
始
め
た
と
い
う
意
味
合
い
と
考
え
ら
れ

る
。
二
十
六
歳
は
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
で
あ
り
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
、
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
の
四
度
の
遊
学
を
終
え

て
い
る
。
こ
の
間
、
古
文
辞
学
か
ら
朱
子
学
へ
転
向
し
、
医
学
も
学
ん
で
い
る
。
ま
た
、
森
鴎

外
『
北
條
霞
亭
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
二
月
二
十
一
日
付
け
書
簡

で
、
「
先
生
、
三
十
年
前
迄
は
医
を
兼
而
被
致
候
由
…
」
と
あ
り
、
三
十
年
前
は
、
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
し
も
三
十
代
半
ば
ま
で
は
、
医
を
営
ん
で
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

17 　

尾
道
屋
菅
波
家
。
神
辺
西
本
陣
役
を
勤
め
た
。
菅
波
家
の
本
家
筋
に
当
た
る
。

18 　

神
辺
町
川
南
に
所
在
す
る
浄
土
真
宗
の
寺
。
第
六
世
風
霊
上
人
と
親
し
く
交
わ
っ
た
。

19 　

菅
波
樗
平
の
こ
と
。

20 　

茶
山
の
妹
マ
ツ
の
こ
と
か
。
笠
岡
の
胡
屋
浅
右
衛
門
政
策
に
嫁
ぐ
。
平
蔵
の
没
後
、
千
田
村

庄
屋
の
荒
木
市
郎
兵
衛
に
再
嫁
し
た
。
茶
山
の
日
記
「
略
歴
日
記
」
に
寛
政
十
二
年
八
月
八
日

「
妹
八
代
来
」
、
十
二
日
「
妹
八
代
還
笠
岡
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

21 　

茶
山
の
先
妻
。
内
海
氏
の
女
。

22 　

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
、
茶
山
は
弟
子
の
藤
井
暮
庵
と
宮
島
へ
管
絃
祭
見
物
に
出
か
け
て

　

い
る
。
こ
の
時
、
広
島
の
頼
家
を
訪
れ
、
頼
山
陽
に
初
め
て
会
っ
て
い
る
。
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23 　

圭
二
は
、
茶
山
が
開
い
た
塾
、
金
粟
園
で
学
ん
だ
後
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
備
中
鴨

方
の
西
山
拙
斎
の
塾
へ
入
門
し
た
。

24 　

寛
政
三
年
二
月
十
八
日
没
。
六
十
五
歳

25　

天
明
二
年
二
月
十
七
日
没
。
二
十
三
歳

26 　

茶
山
の
次
弟
。
猶
右
衛
門
は
、
字
を
子
楠
、
好
澄
、
通
称
を
猶
右
衛
門
、
汝
楩
と
号
し
た
。

　

 

深
津
村
の
松
岡
廣
八
の
養
子
と
な
っ
た
。
猶
右
衛
門
の
子
で
あ
る
長
作
が
、
圭
二
の
後
を
継

ぎ
、
新
宅
の
当
主
と
な
っ
た
。

27 　

天
明
六
年
～
七
年
（
一
七
八
六
～
一
七
八
七
）
に
か
け
て
の
福
山
藩
領
で
お
こ
っ
た
百
姓

一
揆
。

28 　

茶
山
が
当
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
期
間
に
該
当
す
る
の
は
、
安
永
六
年

（
一
七
七
七
）
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
遊
学
で
あ
る
。

29 　

現
在
の
廉
塾
講
堂
が
あ
る
場
所
は
、
塾
に
専
念
す
る
た
め
、
寛
政
二
年
（
一
八
九
〇
）
に
土

地
丈
量
と
塾
建
物
を
建
築
し
た
。
塾
の
開
始
は
翌
年
の
寛
政
三
年
（
一
八
九
一
）
で
あ
る
。

30 　

西
中
条
山
田
の
豪
商
河
相
君
推
の
邸
宅
松
風
館
の
こ
と
。
河
相
君
推
に
預
け
た
と
い
う

こ
と
。

31 　

こ
の
記
述
か
ら
、
当
主
で
あ
っ
た
茶
山
の
後
見
と
し
て
、
註
28
の
茶
山
の
遊
学
時
は
、
代
理

と
し
て
家
政
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
茶
山
の
学
問
へ
の
情
熱
を
後
押
し
し
、
寛
政
二

　

年
（
一
七
九
〇
）
の
「
土
手
ふ
し
ん
」
に
も
協
力
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。


